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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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建　　　設 28
17
35

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２４年７月２３日　～　７月２７日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内161事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
62.2%
48.6%

回答数
60.2%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
161
45

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

79.5%

▲25＞DI

37 17 45.9%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
２月 ▲ 33.0 ▲ 20.0 ▲ 26.0 ▲ 52.7 ▲ 23.5
３月 ▲ 20.3 ▲ 9.6 ▲ 21.7 ▲ 35.2 ▲ 10.0
４月 ▲ 26.2 ▲ 20.6 ▲ 22.7 ▲ 41.1 ▲ 11.1
５月 ▲ 28.4 ▲ 24.1 ▲ 17.6 ▲ 35.4 ▲ 33.3
６月 ▲ 28.8 ▲ 13.3 ▲ 22.2 ▲ 57.5 ▲ 6.2
７月 ▲ 29.8 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 48.5 ▲ 35.2

見通し ▲ 34.0 ▲ 21.4 ▲ 35.2 ▲ 42.8 ▲ 35.2

【製造業】からは、「受注は増えたが、短期に集中しており、協力会社様にもかなりの負担をかけている。とにかく、納期とコストが非
常に厳しい。集中している分、これまでの取引先では足らない状況でもあるが、QCD評価をする時間すら無い」（その他の機械・同部
品製造業）、「EUの経済不安から輸出の鈍化がみられる。又円高影響で引き続き値引き要請があり採算への不安がある」（一般産
業用機械・装置製造業）、「仕事の情報は多いが受注まで時間がかかる。先が分からない」（建築用・建設用金属製品製造業）など
のコメントがあった。

【平成２４年７月の調査結果のポイント】

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２９．８(前月水準▲２８．８)となり、マイナス
幅が▲１．０ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲１１．
７(同▲２２．２)、卸小売業▲４８．５(同▲５７．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、
サービス業▲３５．２(同▲６．２)、建設業▲１４．２(同▲１３．３)である。特に、サービス業はマイナス幅が▲
２９．０ポイントと大幅に拡大した。

○

≪　業況ＤＩわずかに悪化　受注単価下降など不安材料あり≫

【建設業】からは、「地域ブランド化整備　個人戦から団体戦へ」（一般土木建築工事業）、「柏近郊での見積もりは新築工事よりリ
フォーム工事が増加。不況の影響か全面リフォーム工事で建て替えより少しでも安くしたい感があり、見積もりは増えている物の先
行きの見通しは楽観視できない状況」（その他の職別工事業）などのコメントが寄せられた。

◎節電

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「季節商品の動きはあるが工事関係の予算は厳しい。節電の為の相談が増えた」（電気工事業）、「畳は節電効果があ
るということで注文が増えつつあります」（内装工事業）、「温浴事業の水光熱費削減の為、ボイラーガス削減回収虎児、節電、節水
改修工事を行った」（公衆浴場業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「早めにバーゲンに入った店ではそれなりの数字をつくったようだ。今後の心配はこの暑さが続くと日中の客足が伸び
ない事と、残暑が続くと９月の数字が出ず秋物が飛んでしまうこと」（婦人・子供服小売業）、「13日から開催した百貨店のセール第二
弾との波及効果や気温の上昇が後押しし、セール商材の消化に繋がった。月末に掛けては店頭をプロパー商品メインに打ち出し、
晩夏物の早期実売に結びつけていく」（その他の各種商品小売業）、「気温の上昇に伴い店舗での売り上げが落ち込む。逆にイベン
ト等の出店は昨年より売上増加」（菓子・パン小売業）、「最近の青果物は野菜は入荷減単価安の動き、果実みかんりんご大幅減少
高値動向となり、それ以外は入荷増の安値推移し全体的に入荷量の減少、取扱高も大きく減少している。また猛暑が続き需要が減
少、併せて学校が夏休みに入ったことも減少の要因になっている」（食料・飲料卸売業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「家庭用の電気代の値上げが9月から確定し夏のボーナスの支給額もほとんど増えず今後ますます生活を切り
詰めていかなければならなくなる。本当に必要なものしか買ってもらえなくなるのではないか」（その他の各種商品小売業）、「今月は
入店客数の減少幅が大きい。売上は前年から同曜日比較をすると微増。セールの後ろ倒しの影響もあり、衣料品系が前年を若干
上回って推移している。今後、周年企画のイベントも用意しているので、9月以降の集客にも期待したい」（百貨店）、「販売価格が依
然と低く製造単価を割り込み赤字販売はできず新規は契約とならず売上減少となっている。大手メーカーは採算度外視のようす」
（ 般機械器具卸売業）などのコメントが寄せられた

各業種から、「例年であれば夏休みに学校の耐震工事の受注が見られるが震災の影響なのか当社の専門工事は全くなくなってし
まった。民間の工事については相変わらず材料の納期に問題があり、また受注金額も下がったままのため受けにくい状況にある」
（石工れんがタイルブロック工事業）、「７月に入り、ゼネコンからの見積もり依頼が増えている。施工単位が安すぎて業者がいないの
か、相見積もりは分からないが都内での工事物件は増えている。しかし施工単位は依然値下げを要求されている。採算的にはかな
り厳しい状況である」（その他の職別工事業）、「売り上げが伸びているが「利益」出ない。受注単価の下落・外注費増加が大きな原
因であるが、現有設備での生産が出来ない物も有り、外注費削減が難しい」（紙製容器製造業）などのコメントが寄せられた。

◎天候の影響

◎受注単価下降

【サービス業】からは、「宿泊　競合他社の参入やスポーツ大会を含めた団体客の開催少なく又、ビジネスも弱く稼動、一室単価、売
上共に対予算を大きく落とす。放射線の問題でジュニアのスポーツ大会の開催が少なくなったような気がする。宴会は、企業宴会は
少なくなったものの協会・団体、同窓会等により前年並みの売り上げとなる」（ホテル）、「消費税値上げが近いということが報道され
たことにより土地が動きだしました。相変わらず柏市外からのお客様はパタッと止まっています」（不動産管理業）の声が寄せられ
た。
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平成24年

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月～１０月 ( ７月～９月 )

全　産　業 ▲ 33.0 ▲ 20.3 ▲ 26.2 ▲ 28.4 ▲ 28.8 ▲ 29.8 ▲ 34.0 ( ▲ 25.7 )

建　　　 設 ▲ 20.0 ▲ 9.6 ▲ 20.6 ▲ 24.1 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ( ▲ 13.3 )

製　　　 造 ▲ 26.0 ▲ 21.7 ▲ 22.7 ▲ 17.6 ▲ 22.2 ▲ 11.7 ▲ 35.2 ( ▲ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 52.7 ▲ 35.2 ▲ 41.1 ▲ 35.4 ▲ 57.5 ▲ 48.5 ▲ 42.8 ( ▲ 51.5 )

サ ー ビ ス ▲ 23.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 35.2 ▲ 35.2 ( ▲ 18.7 )

○

○

先行き見通し

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２９．８(前月水準▲２８．８)となり、
マイナス幅が▲１．０ポイント拡大した。

【平成２４年７月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（８月から１０月）の先行き見通しについては、全産業では、▲３４．０（前月水準▲２５．
７）となり、マイナス幅が▲８．３ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲４２．８(同▲
５１．５)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲３５．２(同▲５．
５)、サービス業▲３５．２(同▲１８．７)、建設業▲２１．４(同▲１３．３)である。特に、製造業はマイナ
ス幅が▲２９．７ポイントと大幅に拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
▲１１．７(同▲２２．２)、卸小売業▲４８．５(同▲５７．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の
大きい順に、サービス業▲３５．２(同▲６．２)、建設業▲１４．２(同▲１３．３)である。特に、サービス
業はマイナス幅が▲２９．０ポイントと大幅に拡大した。

平成２４年７月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年７月の業況

７月

3

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＤＩ値

月別

平成２４年７月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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平成24年

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月～１０月 ( ７月～９月 )

全　産　業 ▲ 37.7 ±0.0 ▲ 14.5 ▲ 17.8 ▲ 21.6 ▲ 17.5 ▲ 22.6 ( ▲ 15.4 )

建　　　 設 ▲ 20.0 △ 9.6 ▲ 3.4 ▲ 17.2 ▲ 3.3 ±0.0 △ 10.7 ( ▲ 3.3 )

製　　　 造 ▲ 30.4 ▲ 13.0 ▲ 27.2 ▲ 23.5 ▲ 11.1 △ 11.7 ▲ 35.2 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 52.7 △ 8.8 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 45.4 ▲ 31.4 ▲ 34.2 ( ▲ 36.3 )

サ ー ビ ス ▲ 47.0 ▲ 15.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 18.7 ▲ 47.0 ▲ 41.1 ( ▲ 12.5 )

○

○

【平成２４年６月の売上についての状況】

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１７．５(前月水準▲２１．６)となり、
マイナス幅が４．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業１１．７(同▲１１．１)
であり、２２．８ポイントと大幅に改善した。。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲３１．４(同▲４５．４)、建設業±０．０(同▲３．３)である。マイナス幅が拡大した業種は、サー
ビス業▲４７．０(同▲１８．７)であり、マイナス幅が▲２８．３ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（８月から１０月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２２．６（前月水準▲１５．
４）となり、マイナス幅が▲７．２ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業１０．７(同▲
３．３)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲３４．２(同▲３６．３)である。マイ
ナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲３５．２(同±０．０)、サービス業▲４
１．１(同▲１２．５)である。特に、製造業はマイナス幅が▲３５．２ポイントと大幅に拡大する見通しで
ある。

　　平成２４年７月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

全 産 業

産業別 平成２４年７月の売上

７月

4

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

７月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＤＩ値

月別

平成２４年７月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

4



平成24年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月～１０月 ( ７月～９月 )

全　産　業 ▲ 39.6 ▲ 13.8 ▲ 23.3 ▲ 31.5 ▲ 31.9 ▲ 38.1 ▲ 27.8 ( ▲ 25.7 )

建　　　 設 ▲ 36.6 ▲ 12.9 ▲ 27.5 ▲ 37.9 ▲ 26.6 ▲ 28.5 ▲ 14.2 ( ▲ 23.3 )

製　　　 造 ▲ 30.4 ▲ 17.3 ▲ 13.6 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 23.5 ▲ 29.4 ( ▲ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 55.5 ▲ 14.7 ▲ 32.3 ▲ 38.7 ▲ 54.5 ▲ 51.4 ▲ 34.2 ( ▲ 39.3 )

サ ー ビ ス ▲ 23.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 22.2 ▲ 18.7 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ( ▲ 18.7 )

先行き見通し

　　平成２４年７月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ 向こう３ヶ月（８月から１０月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２７．８（前月水準▲２５．
７）となり、マイナス幅が▲２．１ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲１４．２(同▲２３．３)、卸小売業▲３４．２(同▲３９．３)である。マイナス幅が拡大する見通しの
業種は、幅の大きい順に、製造業▲２９．４(同▲１１．１)、サービス業▲３５．２(同▲１８．７)である。

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３８．１(前月水準▲３１．９)となり、
マイナス幅が▲６．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲５１．４(同▲５４．５)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲４１．１(同▲１８．７)、製造業
▲２３．５(同▲１１．１)、建設業▲２８．５(同▲２６．６)である。特に、サービス業はマイナス幅が▲２
２．４ポイントと大幅に拡大した。

【平成２４年７月の採算についての状況】

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年７月の採算

７月

5

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＤＩ値

月別

平成２４年７月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月～１０月 ( ７月～９月 )

全　産　業 ▲ 33.9 ▲ 32.4 ▲ 34.9 ▲ 29.4 ▲ 19.5 ▲ 18.5 ▲ 19.5 ( ▲ 17.5 )

建　　　 設 ▲ 33.3 ▲ 29.0 ▲ 41.3 ▲ 34.4 ▲ 30.0 ▲ 35.7 ▲ 21.4 ( ▲ 20.0 )

製　　　 造 ▲ 21.7 ▲ 17.3 ▲ 22.7 ▲ 11.7 △ 11.1 △ 5.8 ▲ 11.7 ( ▲ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 50.0 ▲ 52.9 ▲ 41.1 ▲ 45.1 ▲ 24.2 ▲ 22.8 ▲ 28.5 ( ▲ 18.1 )

サ ー ビ ス ▲ 17.6 ▲ 20.0 ▲ 27.7 ▲ 11.1 ▲ 25.0 ▲ 5.8 ▲ 5.8 ( ▲ 18.7 )

先行き見通し

【平成２４年７月の仕入単価についての状況】

○

○

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１８．５(前月水準▲１９．５)となり、
マイナス幅が１．０ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
５．８(同▲２５．０)、卸小売業▲２２．８(同▲２４．４)である。プラス幅が縮小した業種は、製造業５．
８(同１１．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３５．７(同▲３０．０)である。

向こう３ヶ月（８月から１０月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．５（前月水準▲１７．
５）となり、マイナス幅が▲２．０ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業▲５．８(同▲
１８．７)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２８．５(同▲
１８．１)、建設業▲２１．４(同▲２０．０)、製造業▲１１．７(同▲１１．１)である。

　　平成２４年７月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年７月の仕入単価

７月

6

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＤＩ値

月別

平成２４年７月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月～１０月 ( ７月～９月 )

全　産　業 △ 0.9 △ 1.8 △ 0.9 ▲ 1.0 △ 2.0 ▲ 5.1 ±0.0 ( △ 1.0 )

建　　　 設 △ 6.6 △ 6.4 △ 3.4 ±0.0 △ 16.6 △ 7.1 △ 7.1 ( △ 10.0 )

製　　　 造 ▲ 4.3 ▲ 4.3 ▲ 4.5 ▲ 11.7 ▲ 11.1 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ( ▲ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 8.3 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ▲ 3.2 ▲ 15.1 ▲ 11.4 ▲ 8.5 ( ▲ 12.1 )

サ ー ビ ス △ 17.6 △ 25.0 △ 16.6 △ 11.1 △ 25.0 ▲ 5.8 △ 11.7 ( △ 18.7 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲１１．４(同▲１５．１)で
ある。プラス幅が縮小した業種は、建設業７．１(同１６．６)である。プラスからマイナスに転じた業種
は、サービス業▲５．８(同△２５．０)であり、▲３０．８ポイントと大幅に悪化した。マイナス幅が拡大
した業種は、製造業▲１１．７(同▲１１．１)である。

【平成２４年７月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

向こう３ヶ月（８月から１０月）の先行き見通しについては、全産業では、±０．０（前月水準１．０）と
なり、プラス幅が▲１．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲８．５(同▲１
２．１)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業１１．７(同１８．
７)、建設業７．１(同１０．０)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲５．８(同▲５．
５)である。

　　平成２４年７月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５．１(前月水準２．０)となり、マイナ
ス方向へ▲７．１ポイント拡大した。

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年７月の従業員

７月
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▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＤＩ値

月別

平成２４年７月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月～１０月 ( ７月～９月 )

全　産　業 ▲ 16.9 ▲ 12.0 ▲ 10.6 ▲ 12.6 ▲ 16.4 ▲ 10.3 ▲ 14.4 ( ▲ 19.5 )

建　　　 設 ▲ 10.0 ▲ 3.2 ▲ 6.8 ▲ 3.4 ▲ 3.3 △ 7.1 ▲ 3.5 ( ▲ 3.3 )

製　　　 造 ▲ 17.3 ▲ 4.3 ▲ 4.5 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 5.8 ▲ 17.6 ( ▲ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 29.4 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 33.3 ▲ 22.8 ▲ 22.8 ( ▲ 42.4 )

サ ー ビ ス △ 5.8 ▲ 5.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 12.5 ▲ 17.6 ▲ 11.7 ( ▲ 12.5 )

先行き見通し

平成２４年７月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年７月の資金繰りについての状況】

７月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．３(前月水準▲１６．４)となり、
マイナス幅が６．１ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、建設業７．１(同▲３．３)であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２２．８(同▲３３．３)、製造業▲５．
８(同▲１１．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、サービス業▲１７．６(同▲１２．５)である。

向こう３ヶ月（８月から１０月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．４（前月水準▲１９．
５）となり、マイナス幅が５．１ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲２２．８(同▲４２．４)、サービス業▲１１．７(同▲１２．５)である。マイナス幅が拡大する見通し
の業種は、幅の大きい順に、製造業▲１７．６(同▲１１．１)、建設業▲３．５(同▲３．３)である。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年７月の資金繰り

７月
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▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＤＩ値

月別

平成２４年７月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 17.5 ▲ 22.6 ▲ 38.1 ▲ 27.8 ▲ 18.5 ▲ 19.5 ▲ 5.1 ±0.0
建　　　設 ±0.0 △ 10.7 ▲ 28.5 ▲ 14.2 ▲ 35.7 ▲ 21.4 △ 7.1 △ 7.1
製　　　造 △ 11.7 ▲ 35.2 ▲ 23.5 ▲ 29.4 △ 5.8 ▲ 11.7 ▲ 11.7 ▲ 5.8
卸 ・小売 ▲ 31.4 ▲ 34.2 ▲ 51.4 ▲ 34.2 ▲ 22.8 ▲ 28.5 ▲ 11.4 ▲ 8.5
サービス ▲ 47.0 ▲ 41.1 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ▲ 5.8 ▲ 5.8 ▲ 5.8 △ 11.7

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 29.8 ▲ 34.0 ▲ 10.3 ▲ 14.4
建　　　設 ▲ 14.2 ▲ 21.4 △ 7.1 ▲ 3.5
製　　　造 ▲ 11.7 ▲ 35.2 ▲ 5.8 ▲ 17.6
卸 ・小売 ▲ 48.5 ▲ 42.8 ▲ 22.8 ▲ 22.8
サービス ▲ 35.2 ▲ 35.2 ▲ 17.6 ▲ 11.7

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２４年７月の業種別業界内トピックス】
業種別 概 　　　　　　　　　　　況 業種

地域ブランド化整備　個人戦から団体戦へ 地域ブランド 一般土木建築工事業

例年であれば夏休みに学校の耐震工事の受注が見られるが震災の影響
なのか当社の専門工事は全くなくなってしまった。民間の工事については
相変わらず材料の納期に問題があり、また受注金額も下がったままのた
め受けにくい状況にある

震災の影響
受注単価下降

石工れんがタイルブロック工事業

季節商品の動きはあるが工事関係の予算は厳しい。節電の為の相談が
増えた

季節商品
節電

電気工事業

７月に入り、ゼネコンからの見積もり依頼が増えている。施工単位が安す
ぎて業者がいないのか、相見積もりは分からないが都内での工事物件は
増えている。しかし施工単位は依然値下げを要求されている。採算的に
はかなり厳しい状況である。柏近郊での見積もりは新築工事よりリフォー
ム工事が増加。不況の影響か全面リフォーム工事で建て替えより少しで
も安くしたい感があり、見積もりは増えている物の先行きの見通しは楽観

見積もり増加
施工単価値下がり
不採算
リフォーム工事増加
先行き不安

その他の職別工事業

畳は節電効果があるということで注文が増えつつあります 節電 内装工事業
受注は増えたが、短期に集中しており、協力会社様にもかなりの負担を
かけている。とにかく、納期とコストが非常に厳しい。集中している分、これ
までの取引先では足らない状況でもあるが、QCD評価をする時間すら無
い。

受注増加
短納期

その他の機械・同部品製造業

EUの経済不安から輸出の鈍化がみられる。又円高影響で引き続き値引
き要請があり採算への不安がある

EU経済不安
円高の影響

一般産業用機械・装置製造業

仕事の情報は多いが受注まで時間がかかる。先が分からない 先行き不安 建築用・建設用金属製品製造業

売り上げが伸びているが「利益」出ない。受注単価の下落・外注費増加が
大きな原因であるが、現有設備での生産が出来ない物も有り、外注費削
減が難しい。先行きも仕事量は有る程度確保出来る見通しで有るが、利
益に直結するか不透明です。

売上増加
不採算
受注単価下降
先行き不透明

紙製容器製造業

７月に入り、大型店のバーゲンが昨年比半月ほど遅れて入り、競争が激
化した。早めにバーゲンが入った店ではそれなりの数字をつくったようだ。
今後の心配はこの暑さが続くと日中の客足が伸びない事と、残暑が続くと
９月の数字が出ず秋物が飛んでしまうこと

バーゲン遅れ
競争激化
天候の影響

婦人・子供服小売業

家庭用の電気代の値上げが9月から確定し夏のボーナスの支給額もほと
んど増えず今後ますます生活を切り詰めていかなければならなくなる。本
当に必要なものしか買ってもらえなくなるのではないか

電気代値上げ その他の各種商品小売業

今月は入店客数の減少幅が大きい。売上は前年から同曜日比較をする
と微増。セールの後ろ倒しの影響もあり、衣料品系が前年を若干上回って
推移している。今後、周年企画のイベントも用意しているので、9月以降の
集客にも期待したい。

客数減少
売上微増
衣料品好調
集客イベント

百貨店

商店会のポイントセールの時は売上が上がる。お客様は費用対効果を計
算し、何らかの利益は無いと買い物はしない。

ポイントセール
費用対効果

書籍・文房具小売業

7月度初旬はセール前の買い控えが顕著で売上・客数ともに低調な出足
となった。5日からセールを開催。立上りが他競合と同日だったこともあり、
期間中入店客数は昨対98.0％と前年を下回ったものの、衣料品店舗で買
上点数を伸ばした店舗が牽引し、期間中売上昨対は100.6％と前年を上
回った。13日から開催した百貨店のセール第二弾との波及効果や気温の
上昇が後押しし、セール商材の消化に繋がった。月末に掛けては店頭を
プロパー商品メインに打ち出し、晩夏物の早期実売に結びつけていく

買い控え
セール開催
衣料品好調
売上増加
天候の影響

その他の各種商品小売業

業界的には飲食店が比較的苦戦しているので、本来であれば食品小売
業は良いはずなのに、低迷が続いており、それは間違いなく大手の低価
格競争に巻き込まれているからデフレで売り上げが下がっているのだと思
う。
TPPに関しても、もし始まったとしたら安い商品が日本を襲い、さらなるデ

飲食店苦戦
食品小売低迷
価格競争
デフレ
ＴＰＰ

各種食料品小売業

ホットスポットの話題が少しは忘れられてきたでしょうか？原発の影響が
一日も早くなくなるようになってほしい

ホットスポット 食肉小売業

気温の上昇に伴い店舗での売り上げが落ち込む。逆にイベント等の出店
は昨年より売上増加

天候の影響
イベント出店
売上増加

菓子・パン小売業

建設

製造

卸小売
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【平成２４年７月の業種別業界内トピックス】
高齢化に対応して食事宅配システムがスタートしたがまだ利益増加まで
はいっていない

高齢化
宅配システム

その他の各種商品小売業

最近の青果物は野菜は入荷減単価安の動き、果実みかんりんご大幅減
少高値動向となり、それ以外は入荷増の安値推移し全体的に入荷量の
減少、取扱高も大きく減少している。また猛暑が続き需要が減少、併せて
学校が夏休みに入ったことも減少の要因になっている。景気上向き要因
はないがイベントなどで消費されることを期待して安心安全な生鮮青果物
の取引に努めます

野菜入荷減単価安
果実入荷減
取扱減少
天候の影響

食料・飲料卸売業

仕入価格の徹底見直しに寄り採算が多少改善され、しばらくは安心として
いたが、中東の政情が安定せず原油価格が安定しないだろう。高騰要因
にもなりかねない。

仕入見直し
採算改善
原油価格不安定

燃料小売業

販売価格が依然と低く製造単価を割り込み赤字販売はできず新規は契
約とならず売上減少となっている。大手メーカーは採算度外視のようす

販売価格低下
売上減少

一般機械器具卸売業

温浴事業の水光熱費削減の為、ボイラーガス削減回収虎児、節電、節水
改修工事を行った

水光熱費削減
節電工事

公衆浴場業

昨年までは７月は宴会等好調であったが、今年は不振 宴会不振 酒場・ビヤホール
宿泊　競合他社の参入やスポーツ大会を含めた団体客の開催少なく又、
ビジネスも弱く稼動、一室単価、売上共に対予算を大きく落とす。放射線
の問題でジュニアのスポーツ大会の開催が少なくなったような気がする。
宴会は、企業宴会は少なくなったものの製薬、医師会、協会・団体、同窓
会等により前年並みの売り上げとなる。

競合他社参入
単価下落
売上減少
放射能の問題
宴会例年並み

ホテル

消費税率の引き上げを想定して高額品の購入を計画している人が貯蓄
計画をしており、現在のここの買い物は細かいものを買う方向になってい
る。夏休み需要を期待したが客足が悪い。天候の変化も大きいのか売上
も悪い。

消費税引き上げ
貯蓄
夏休み需要
天候の影響

その他の一般飲食店

法人需要は間際化が続く。個人需要は堅調に推移 個人需要堅調 旅行業
消費税値上げが近いということが報道されたことにより土地が動きだしま
した。相変わらず柏市外からのお客様はパタッと止まっています

消費税引き上げ
市外客停滞

不動産管理業

政治のかじ取りで日本経済や我々の生活はいかようにもなってしまいま
す。国民は今の政治や生活環境に文句を言うだけでなくその原因がどこ
にあるのかにもっと関心をもって学ぶべき時だと思います

政治への関心 不動産賃貸・管理業

景気は悪くなる一方。受注単価の低下に寄り仕事をこなしても借金が残
る。一部の専門コンピュータ技術者不足で人件費が上がり、便乗して他部
門の技術者単価も上がっている状況

景気悪化
受注単価低下
技術者不足
専門職
人件費増加

ソフトウェア業

サービス
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・ 早めにバーゲンに入った店ではそれなりの数字をつくったようだ。今後の心
配はこの暑さが続くと日中の客足が伸びない事と、残暑が続くと９月の数字
が出ず秋物が飛んでしまうこと。

婦人・子供服小売業

・ 13日から開催した百貨店のセール第二弾との波及効果や気温の上昇が後
押しし、セール商材の消化に繋がった。月末に掛けては店頭をプロパー商品
メインに打ち出し、晩夏物の早期実売に結びつけていく

その他の各種商品小売業

・ 気温の上昇に伴い店舗での売り上げが落ち込む。逆にイベント等の出店は
昨年より売上増加

菓子・パン小売業

・ 最近の青果物は野菜は入荷減単価安の動き、果実みかんりんご大幅減少
高値動向となり、それ以外は入荷増の安値推移し全体的に入荷量の減少、
取扱高も大きく減少している。また猛暑が続き需要が減少、併せて学校が夏
休みに入ったことも減少の要因になっている。

食料・飲料卸売業

・ 夏休み需要を期待したが客足が悪い。天候の変化も大きいのか売上も悪い その他の一般飲食店

・ 例年であれば夏休みに学校の耐震工事の受注が見られるが震災の影響な
のか当社の専門工事は全くなくなってしまった。民間の工事については相変
わらず材料の納期に問題があり、また受注金額も下がったままのため受け
にくい状況にある

石工れんがタイルブロック工事業

・ ７月に入り、ゼネコンからの見積もり依頼が増えている。施工単位が安すぎ
て業者がいないのか、相見積もりは分からないが都内での工事物件は増え
ている。しかし施工単位は依然値下げを要求されている。採算的にはかなり
厳しい状況である。

その他の職別工事業

・ 売り上げが伸びているが「利益」出ない。受注単価の下落・外注費増加が大
きな原因であるが、現有設備での生産が出来ない物も有り、外注費削減が
難しい。

紙製容器製造業

・ 景気は悪くなる一方。受注単価の低下に寄り仕事をこなしても借金が残る。
一部の専門コンピュータ技術者不足で人件費が上がり、便乗して他部門の
技術者単価も上がっている状況

ソフトウェア業

・ 季節商品の動きはあるが工事関係の予算は厳しい。節電の為の相談が増
えた

電気工事業

・ 畳は節電効果があるということで注文が増えつつあります 内装工事業

・ 温浴事業の水光熱費削減の為、ボイラーガス削減回収虎児、節電、節水改
修工事を行った

公衆浴場業

◎受注単価下降

◎天候の影響

◎節電

12



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

平成２４年７月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２８．８に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２１．３
で、柏の方がマイナス幅が７．５ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業・製造業で、建設業は10ポイント以上良い。「柏の景気」の方
が悪い業種はサービス業・卸小売業で、サービス業は１０ポイント以上悪
い

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．５に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１９．８
で、柏の方がマイナス幅が２．３ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業・建設業・卸小売業で、製造業・建設業は１０ポイント以上良
い。「柏の景気」の方が悪い業種はサービス業で、１０ポイント以上悪い。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲５．１に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲０．８で、
柏の方がマイナス幅が４．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種
は、建設業。「柏の景気」の方が悪い業種は製造業・卸小売業・サービス業
で、卸小売業・サービス業は１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．３に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１３．０
で、柏の方がマイナス幅が２．７ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業・製造業で、建設業の方が１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種はサービス業・卸小売業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲３８．１に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２２．１
で、柏のほうがマイナス幅が１６．０ポイント大きい。「柏の景気」の方が全
ての業種が悪く、卸小売業・サービス業は１０ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１８．５に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１５．２
で、柏の方がマイナス幅が３．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業・サービスで、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の
方が悪い業種は卸小売業・建設業で、卸小売業は１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 29.8 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 48.5 ▲ 35.2

▲ 25.2 ▲ 25.8 ▲ 18.1 ▲ 43.1 ▲ 15.6

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.5 ±0.0 △ 11.7 ▲ 31.4 ▲ 47.0

▲ 19.8 ▲ 16.2 ▲ 13.0 ▲ 38.8 ▲ 10.3

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 38.1 ▲ 28.5 ▲ 23.5 ▲ 51.4 ▲ 41.1

柏の景気

平成２４年７月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO
▲ 22.1 ▲ 23.5 ▲ 17.1 ▲ 35.3 ▲ 16.4

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 18.5 ▲ 35.7 △ 5.8 ▲ 22.8 ▲ 5.8

▲ 15.2 ▲ 26.2 ▲ 14.3 ▲ 7.8 ▲ 17.9

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 5.1 △ 7.1 ▲ 11.7 ▲ 11.4 ▲ 5.8

▲ 0.8 ▲ 1.3 ▲ 3.3 ▲ 0.8 △ 4.5

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.3 △ 7.1 ▲ 5.8 ▲ 22.8 ▲ 17.6

▲ 13.0 ▲ 19.8 ▲ 9.7 ▲ 18.8 ▲ 10.8

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成24年7月13日～20日 
 
調査対象：全国の416商工会議所が3013業種

     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（７月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
悪
化
。
先
行
き
へ

の
不
安
は
依
然
根
強
い 

 

７
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
５
．
２
と
、
前
月

か
ら
▲
３
．
９
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
エ
コ
カ
ー
補
助
金
等
の
経
済

対
策
に
よ
る
下
支
え
効
果
が
弱

ま
っ
て
い
る
う
え
、
超
円
高
や
電

力
不
足
等
を
背
景
に
取
引
先
の

海
外
移
転
・
調
達
が
加
速
し
て
い

る
こ
と
や
、
海
外
経
済
の
減
速
に

伴
う
輸
出
減
か
ら
受
注
低
迷
が

続
く
。
ま
た
、
天
候
不
順
等
に
よ

り
夏
物
商
品
が
不
調
だ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
大
手
専
門
店
（
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

等
）
や
コ
ン
ビ
ニ
等
が
客
層
を
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

競
争
が
激
化
し
、
地
域
流
通
業
の

業
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。 

 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
４
．
８

（
今
月
比
＋
０
．
４
ポ
イ
ン
ト
）

と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
る
見
通

し
。
欧
州
の
財
政
金
融
不
安
を
背

景
に
再
び
円
高
が
進
ん
で
い
る

こ
と
に
加
え
、
電
力
料
金
の
値
上

げ
に
よ
る
コ
ス
ト
増
や
、
エ
コ
カ

ー
補
助
金
終
了
に
よ
る
内
需
の

反
動
減
等
、
先
行
き
へ
の
不
安
は

払
し
ょ
く
で
き
ず
、
好
材
料
に
乏

し
い
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
慎

重
な
見
方
が
続
い
て
い
る
。 

産
業
別
に
み
る
と
、
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
改
善
、
そ
の

他
の
４
業
種
は
悪
化
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。 

 

【
建
設
業
】「
生
コ
ン
や
砕
石

等
、
被
災
地
で
の
工
事
に
必
要
な

資
材
価
格
が
上
昇
」（
一
般
工
事

業
）、「
大
手
企
業
の
設
備
投
資

は
海
外
が
中
心
。
国
内
投
資
は
低

調
な
た
め
、
受
注
は
厳
し
い
状

況
」（
一
般
工
事
業
）、「
新
設
の

住
宅
建
設
は
堅
調
だ
が
、
販
売
価

格
は
安
価
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
皺
寄
せ
が
下
請
け
企

業
に
及
ん
で
い
る
」（
建
築
工
事

業
） 
 

【
製
造
業
】「
中
国
や
ブ
ラ
ジ

ル
等
、
新
興
国
向
け
の
油
圧
機
械

部
品
の
販
売
が
減
少
」（
油
圧
機

械
部
品
製
造
業
）、「
取
引
先
が

中
国
と
ア
メ
リ
カ
に
工
場
を
建

設
し
、
生
産
を
開
始
。
今
後
の
受

注
減
を
懸
念
」（
工
作
機
械
等
製

造
業
）、「
円
高
に
よ
り
受
注
が

減
少
。
先
行
き
も
不
透
明
な
状
況

が
続
く
」（
造
船
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
海
外
調
達
に
シ

フ
ト
す
る
こ
と
で
赤
字
を
免
れ

て
い
る
が
、
取
引
先
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
要
請
が
厳
し
く
、
限
界
に
近

い
」（
自
動
車
関
連
部
品
卸
売

業
）、「
販
売
価
格
の
下
落
や
売

上
の
低
下
が
続
き
、
業
績
は
悪

化
。
価
格
競
争
が
進
む
中
で
、
新

規
の
仕
事
が
増
え
な
け
れ
ば
厳

し
い
」（
建
築
材
卸
売
業
）、「
酒

類
販
売
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー

ン
の
進
出
に
よ
り
、
地
元
小
売
店

に
大
き
な
影
響
。
そ
れ
に
伴
い
、

自
社
の
売
上
も
減
少
」（
酒
類
卸

売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
一
部
の
店
舗
で

夏
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
遅
ら
せ

た
こ
と
に
よ
り
、
足
並
み
が
揃
わ

ず
、
昨
年
と
比
べ
て
盛
り
上
が
り

に
欠
け
る
」（
商
店
街
）、「
ネ
ッ

ト
通
販
な
ど
、
販
売
形
態
が
多
様

化
し
、
バ
ー
ゲ
ン
で
の
集
客
力
が

減
少
し
つ
つ
あ
る
」（
着
物
販

売
）、「
天
候
不
順
に
よ
り
客
足

が
鈍
い
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
節
電
関

連
商
品
等
の
夏
物
需
要
も
少
な

い
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
飲
料
関
係

の
物
流
が
７
月
か
ら
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
好
調
に
推
移
」（
運
送

業
）、「
飲
食
情
報
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
こ
と
で
好
調
。
経
費
は
か

か
る
も
の
の
、
売
上
も
大
幅
に
増

加
」（
飲
食
店
）、「
７
月
〜
８
月

に
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

研
修
会
等
で
の
利
用
が
見
込
ま

れ
る
」（
旅
館
） 

 
 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

２月  33.4  29.0  33.1  21.6   2.8  19.5
３月  23.9  33.6  15.3  27.4  30.0  18.1
４月  16.8  24.0   9.5  17.3  27.5   9.6
５月  17.5  24.9   7.5  14.0  29.3  13.8
６月  21.3  19.1  13.7  14.5  34.2  21.5
７月  25.2  25.8  18.1  23.6  43.1  15.6

見通し  24.8  26.3  22.2  17.9  36.0  19.0
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


